




- 科学技術館サイエンス友の会・日本宇宙少年団を例として - (調査資料 - 99) 
第２調査研究グループ上席研究官 中村 隆史




























参加したことによる影響などを評価できるよう、  知ったきっかけ、  参加したきっかけ、  参加前の理科 (科学) の好き
















































































































































州都ミュンヘンは連邦教育研究省 (BMBF) のBioRegioプログラム (バイオクラスター創成に関する地域競争的資金配分
プログラム；1996-2000) の3(+1)つのモデル地域の1つに選ばれた「バイオテク地域」としても特長を有する都市である。
その特長の1つは、大学 (Ludwig-Maximilians-Universitat[LMU], Technische Universitat Munchen[TUM]) 、応用技術






ているという「州財政基盤の優位」である。予算規模は、第1期: イニシァティブフューチャーバーバリア  (1994年、1,500
百万ユーロ (約1,800億円) ) 、第2期: 同  (1996年、1,250百万ユーロ (約1,500億円) ) 、第3期: ハイテクイニシァティブ
(2000年、1,350百万ユーロ (約1,620億円) ) であり、ミュンヘンのみならず州内各地域のイノベーション促進に対する主体




品、ICT、電機、航空宇宙、機械等) を集中的に伸ばす政策 (センターオブエクセレンス) を展開し、この支援にハイテクイ
































『研究開発と「企業の境界」 - バイオテクノロジーの産学連携と企業間提携 - 』
NISTEP International Conference '04
R&D and the Boundaries of the Firm

































10:10-10:50 リチャード・ネルソン  (Richard R. Nelson) 米国コロンビア大学教授
「市場経済、および共有資産としての科学」
10:50-11:10 休 憩 (20分)
セッション2 産学連携
11:10-11:50 スコット・シェーン  (Scott Shane) 米国ケースウエスタンリザーブ大学教授
「大学発の起業」




14:00-14:40 ルイジ・オルセニゴ  (Luigi Orsenigo) 伊国ボッコーニ大学教授
「 未 定 」
14:40-15:20 アシシュ・アローラ  (Ashish Arora) 米国カーネギーメロン大学教授











17:30-19:00 レセプション (於: 東京国際フォーラム D7 ホール・ロビー)
6. 参加お申し込み方法等ご案内
本コンファレンスへの参加お申し込みは、 Email または、FAX にてお願い致します。下記の10項目についてご
記載頂いたメール、または文書を事務局までお送り下さい。
(1) 氏名 (日本語表記) 
(2) 氏名 (ローマ字表記) 
(3) タイトル (Mr., Ms., Dr., Prof.) 
(4) 所属先機関名 (日本語表記) 
(5) 所属先機関名 (英語表記) 
(6) 所属部署名 (日本語表記) 
(7) 役職名 (日本語表記) 
(8) 所属先機関所在地 (日本語表記) 
(9) 所属先TEL & FAX
(10) Email
□参加申込先及びお問い合わせ先:
政策研国際コンファレンス'04事務局 ( サイマル・インターナショナル内) (政策研内担当: 第１研究グループ) 
 Email: nistep@simul.co.jp (カタカナは全角、英数字は半角でお願い致します。) 
 Fax.:  03-3539-4533 Tel.: 03-3539-4502 
□参加申込受付: 2003年12月10日〜2004年2月9日 定員 (230名 先着順) になり次第締め切りとさせていただきます。
□参加費: 無料
□使用言語: 日本語・英語 (同時通訳がご利用になれます。)
□開催案内 (日本語版・英語版) URL: http://www.nistep.go.jp
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・ 11/11 Dr. Jos Leyten: TNO戦略・科学技術・政策主席研究員
Prof. Ben Dankbaar: オランダナイメーヘン大学経営学部教授
・ 11/12 Dr. John L. Hill: サン・マイクロシステムズ社
・ 11/18 Dr. William A.Blanpied: 米国George Mason大学客員上席研究員 (当所国際客員
研究官)
○ 講演会・セミナー
・11/ 6 深尾 正: 電気学会会長 武蔵工業大学機械システム工学科教授
「エネルギーマネージメントとパワーエレクトロニクス」
・11/12 Dr. John L. Hill: サン・マイクロシステムズ社  (表紙写真)
「情報通信技術における標準化 - 厳しい視点とアクションプラン - 」







- 科学技術館サイエンス友の会・日本宇宙少年団を例として - 」 (調査資料 - 99)
・「科学技術理解増進と科学コミュニケーションの活性化について」 (調査資料 - 100)
・「科学技術動向 2003 年 11 月号」(11月26日発行)
 特集 1 情報システム構築の品質・信頼性向上のために
- 上流工程の"ビジネスルール"と要求工学を検討する -
 客員研究官 黒川 利明
 特集 2 地球監視・観測衛星の動向
- 衛星の縦列編隊飛行による監視・観測の高度化 -
 客員研究官 小林 博和、環境・エネルギーユニット 浦島 邦子
. 科学技術政策研究所の移転のお知らせ
科学技術政策研究所は本年の 12 月末から 1 月 4 日にかけて現在の千代田区霞が関 (日本郵政公社ビル) から
千代田区丸の内の文部科学省ビル (旧三菱重工ビル) 5 階へ移転します。
移転の詳細は以下のとおりです。
・移転先住所 東京都千代田区丸の内二丁目 5 番 1 号 文部科学省ビル 5 階
・郵便番号 100-0005
・移転日 平成 15 年 12 月 26 日午後から平成 16 年 1 月 4 日
・Tel./FAX. 番号 代表及び各部署のダイヤルイン電話番号並びに代表FAX.番号は変更ございません。
Tel. 03-3581-2391 (代表)   FAX. 03-3503-3996
・その他
移転に伴い当所ホームページ及び電子メール送受信を平成 15 年 12 月 26 日 (金) 午後から
平成 16 年 1 月 4 日 (日) の期間停止しますのでご了承ください。
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